一 、 合掌す る 屍体 

前 捜査 局長で 目下 一 流の 刑事 弁護士で ある 

のりみ .1Q 'りんたろう 

法 水 麟太郎 は、 招かれた 精霊の 去る 日に、 新しい 精霊 

が 何故 去った か —— を 突き 究めねば ならなかった。 と 

云う の は、 七月 十六 日の 朝、 普賢 山 劫 楽 寺の 住職 —— - 

と 云う よりも、 絵筆 を 捨てた 堅 山 画伯と 呼ぶ 方が 

ポピ ュ ラ— こうのす たい リ ゆう 

著名 であろうが —— その 鴻巣胎 龍 氏が 奇怪な 変死 を 

遂げた と 云う 旨 を、 支 倉 検事が 電話で 伝えた からで あ 

る。 然し、 劫 楽 寺 は 彼に とって 全然 未知の 場所で はな 

とくさ 

い。 法 水の 友人で、 胎 龍と 並んで 木賊 派の 双璧と 唱ゎ 



れた I 卞石喬 村の 家が、 劫 楽 寺と 恰度 垣 一 重の 隣に あつ 

て、 二階から 二つの 大 池の ある 風景が 眼下に 見える。 

それに は、 造園 技巧がない だけに、 却っても の 鄙びた 

雅致が あった。 

はしば み 

小石 川 清水 谷の 坂 を 下る と、 左手に 樫 や 榛 の 大樹 

が欝 蒼と 繁茂して いる —— その 高台が 劫 楽 寺 だ。 周囲 

は 桜 堤と 丈余の 建 仁 寺 垣に 囲まれて いて、 本堂の 裏手 

に は、 この 寺の 名 を 高から しめてい る 薬師 堂が ある。 

胎 龍の 屍体が 発見され たの は、 薬師 堂の 背景 をな す 杉 

林に 囲まれた、 荒廃した 堂宇の 中であった。 

三尺 四方 も ある 大きな 敷石が、 本堂の 横手から 始 



腫 起した 周囲 を 塗って 火山 型に 盛り 上り 凝結して いる 

さくらんぼう アイス クリ — 5 

所 は、 宛ら 桜 実 を 載せた 氷 菓 そつく リ であるが、 

それ 以外に は 外傷 は 勿論 血痕 一 つない。 のみならず、 

着衣に も 汚れが なく、 襞 も 着 付 も 整然とし ている。 泥 

の 附着 も 地面に 接した 部分に だけで、 それ も 極めて 自 

然 であり、 堂 内に は 格闘の 形跡 は 愚か、 指紋 は 勿論 そ 

の 他の 如何なる 痕跡 も 残されて いないの だ。 

「どうだい、 この 屍体 は、 実に 素晴らしい 彫刻 じ やな 

いか」 と 熊 城が、 寧ろ 挑戦 的な 調子で 云った。 

「何処から 何処まで 不可解ず くめなん て、 ピッ タリと 

君の 趣味 だぜ」 



羽蟻の 猛烈な 襲来が あ つたそう だよ」 

「すると、 兇器 は？」 

「それが まだ 発見 からん の だ。 それから、 この 日和 下 

駄は 被害者が 履いて いたの だそう だ」 

堂の 右端に ある 敷石から、 そこと 大 石との 間 を 往復 

している 雪駄の 跡が あって、 もう 一 つ その 右寄りに、 

二の 字が 大 石の 側 迄 続いて いるの だが、 日和下駄 は そ 

こ へ 脱ぎ捨てられて ある。 (前 頁の 図 を 参照され た い 

〔# 図 は 省略 ビ その 間、 検事 は 日和下駄の 歯 跡の 溝 を 

計って いたが、 

「どうも、 体重の 割に 溝が 深いと 思う が」 



「所が、 動機ら しい もの を 持った 人物が 一人 もい ない 

始末 だが、 その代り、 どれ もこれ も、 一 目で 強烈な 印 

まるで 

象 をう ける —— 宛然 仮面舞踏会なん だよ。 然し、 そう 

云う 連中が、 神経病 患者の 行列ではなくて、 真実 芝居 

している の だとす ると、 その 複雑さ は 君で も 到底 読み 

切れまい と 思う がね。 とにかく 訊問して み 給え。 恰度 

今し方、 この 傷口に ピッ タリと 合う 彫刻 用の 鏨が、 同 

居 人の 厨 川 朔郎と 云う 洋画 学生の 室で 発見され た 所な 

んだ」 

一同 は 本堂に 向った が、 その 途中、 瀝青 色 をした 大 

池の 彼方に、 裏手の I 卞石 家の 二階が 倒影して いる。 本 



こんなの を 話した 事が ありまし たつけ。 —— 何んでも、 

自分の 身体の 中から 侏儒の 様な 自分が 脱け 出して 行つ 

にきび 

て、 慈昶 君の 面皰 を 一 々丹念に 潰して 行く のです。 そ 

して 全部 潰し 終る と、 顔の 皮を剝 いで 大切そう に 懐中 

に 入れる と 云う のです がね。 然し、 その 頃から この 寺 

に 兆と でも 云いたい 雰囲気が 濃くな つ て 行きました。 

ですから、 今度の 事件 も、 その 結果 当然の 自壊作用 だ 

と、 僕 は 信じて いるので すよ。 法 水さん、 その 空気 は、 

今に だんだんと 分か つ て 来ます がね」 

二、 一人 一 一役、 II 胎龍 かそれ とも 



昨夜の 行動 を 訊ねた。 

「ハ ァ、 午後から ずう つと 茶の間に 居り ましたが、 多 

分 七 時半 頃で 御座いました でしよう。 主人が 雪駄 を 突 

掛けて 出て 行った 様子で 御座いま したが、 程なく 戻つ 

て 来て、 薬師 堂で 祈禱 すると 云い、 慈昶を 連れて 出掛 

けました のです」 

「では、 あの 雪駄が すると、 一端 戻って 来てから 

履いた のが 日和なん です ね」 熊 城 は 吃驚して 叫んだ。 

てっきり 犯人の 足跡と 呑み込んで、 深く 訊し もしな 

かった 雪駄の 跡が 住持の もの だとす ると、 一体 犯人 は、 

如何なる 方法に K つて 足跡 を 消した のだろう か？ そ 



でも 御座いま せんので すから」 

「すると、 扉が 開かれて いた 事になる」 熊 城が 誰に と 

もな しに 云った。 「慈昶 はピッ タリ 閉めて 出た と 云う 

の だが ね」 

「屹度、 護摩の 煙が 罩 もった からだろう」 法 水 は大し 

て 気に もせず 質問 を 続けた。 「所で、 その 時 何 か 変つ 

た 点に 気が付きませんでした か？」 

「ただ、 護摩の 煙が 大分 薄い な —— と 思った 位の 事で、 

主人 は 行儀よ く 坐って 居リ ましたし、 他に は 何処 ぞと 

云って …… 」 

「では、 帰りに はどうでした？ - 



「帰 リ途 は、 薬師 堂の 裏 を 通りました ので …… 。 それ 

から 十一 時半 頃でした が、 主人の 室の 方で 歩き 廻る よ 

うな 物音が 致しました。 私 は、 その 時 戻った の だと 信 

じて 居りました のです が」 

「跫音 £:」 法 水 は 強い 動悸 を 感じた ような 表情 をした 

が、 「然し、 寝室の 別な の は？」 

「それに は、 この 二月 以来の 主人 をお 話しなければ な 

リ ません が」 と 柳 江 は漸と 女性ら しい 抑揚に なって、 

声を慄 わせた。 「その 頃から、 何 か 唯 事で ない 精神的 

打撃 をう けたと 見えまして、 昼間 は 絶えず 物思いに 耽 

り、 夜になる と 取り止めのない 譫言 を 云うよう になり 



夕刻の 六 時から 八 時半 頃 迄 寺の 台所で 立 働いて いた I 

I と 云う 以外に は、 聴き 取って いない 事と、 それから、 

富裕な 質屋の 主 である 彼が、 何故 寺男の 生活 をして 

いるかと 云う 理由だった。 久八 は、 永年の 神経痛が 薬 

師 如来の 信仰で 癒お つたと か 云う ので、 それ以来 異常 

な 狂信 を 抱く 様になり、 つい ぞ 此の 一 月 退院す るまで、 

郊外の 癲狂 院で暮 していた のであった。 所が、 この 薬 

師 仏に 仕える 老人 は、 一 々犯人の 足跡 を 指摘して 行つ 

た。 

「確か 十 時半 頃でした か、 誰が 鎖 を 解いた もの か、 飼 

犬の 啼き 声が 池の 方で します のでした。 それで、 捕え 



深す 事が 出来ません。 それで 致し方な く、 口笛 を 鳴ら 

しながら 彼此 三十 分 近く も 蹲んで 居ります うちに、 向 

う 岸の I 卞 石さん の 裏手 辺りに 誰かいた と 見えて、 莨の 

吸殻 を 池の 中へ 投げ捨て たのが 眼に 入りました ので。 

その 癖、 寺で は 莨 喫み が儂 一人 だけで 御座いま すが」 

「では、 帰りに も 提灯が 点いて いたかね？」 

「いいえ、 提灯 どころ か、 扉が 閉 つていて 真暗でした 

が」 

それで、 関係者の 訊問が 終了した。 久 八が 去る と、 

法 水 はグッ タリと なって 眩いた。 

「成程、 動機と 云える ものがない。 それに、 斯う 云う 



る 面と 云う の は、 「五 障 百 六十 心 等 三重 赤色 妄執 火」 と 

云う 一 節 だ つ た。 

「この 一巻 を 始めから 唱えて いたと すると、 此処 迄に 

何分 位 費 ります ね？」 

「左様、 二、 三十 分です かな」 と 空闥が 答えた。 

「すると、 八 時から 始めた として、 八 時 三十 分かな £:」 

検事が 解 つ た 様な 顔 をす ると、 

「ゥ ン、 或は、 此処で 屍体に したの を、 玄白 堂に 運び 

込んだ のか も 知れない。 筒 提灯が 一 つ 加わった ので、 

遂々 天秤が 水平に なつち まった よ」 と 熊 城 は 当惑した 

ように 云った が、 その 鼻先に、 法 水 は 小さな 紙 包 を 突 



き 出して、 

「これ を 鑑識 課に 廻して、 顕微鏡 検査 をして 呉れ 給え _ 

黒い 煤みたい な ものなん だが、 薬師 三 尊のう ちの、 月 

光の 光背に だけ 附 いてい たんだよ」 と 云って から、 

「赤と 赤、 火と 火！」 と 小声で、 夢見る ような 眩き を 

した。 

薬師 堂の 調査 を 終って から 池畔に 出る と、 法 水が 何 

時の 間に か喬 村の 許へ 使 を 出した と 見えて、 一人の 刑 

事が 一通の 封書 を 手に 戻って 来た。 それに は、 走リ書 

で 次の ような 文章が 認められ てあつ た。 

—— 胎龍 君が 殺害され たと は 実に 意外 だ。 だが、 そ 



屹度 判る 時期が 来る に違いないよ。 とにかく、 今日は 

此れ だけで 打ち切って、 僕に よく 考えさせて 呉れ 給え」 

そうして、 事件の 第一 日 は、 謎の 山積の 儘で 終って 

しまったが、 果して 熊 城 は、 柳 江. 喬 村. 朔郎の 三 名 

を 拘引した のだった。 

三、 二つの 後光 

のリ みず 

その 夜 法 水に 三つの 方面から 情報が 集まった。 一 つ 

は 法医学 教室で —— 創傷の 成因で は 法 水の 推定が 悉く 

裏書され、 絶命 時刻 も 七 時半から 九 時 迄と 云う のに 変 



りない 事。 次 は 熊 城で —— 朔郎が 失った と 云う もう 一 

本の 鏨が 発見され、 その 個所が、 久 八が 蹲んで いたと 

云う 場所の 直前 五 米 の 池 中だった と 云う 事。 そして 

最後に、 法 水が 月光の 光背から 採取した 黒い 煤 様の も 

のが、 略々 円形 をな した 鉄粉と 松煙で あると 云う 事 I 

I それ は、 鑑識 課に 依って 明らかにされた のであった。 

所が、 翌朝 熊 城 は 力の ない 顔 をして 法 水 を 訪れた。 

「いま 朔郎を 放免した 所なん だよ。 彼奴に 不在証明が 

現われ たんだ。 朔郎の 室の 垣 向う が、 久 八の 家の 台所 

になって いるだろう。 八 時半 頃 其処で 立ち働い ていた 

久 八の 孫娘が、 朔郎が 時計 を 直して いる 音 を 聴いた と 



扇形に 張って ある 蜘蛛 糸の 下へ、 適宜な 位置で 据えて 

あつたの だが、 それに も 細工が ある。 君 は 確か、 速度 

を最 緩に して、 恰度 二 廻りで 止まる 程度に 弾条を かけ 

て 置いたろう。 それから、 送 音 管 を 外して、 それ を 倒 

サウンドボックス 

さまに 中央の 回転軸に 縛り付ける。 すると、 発音 器 

が 俯向く から 恰度 卍の 一 本と 同じ 形になる の だが、 そ 

れが 済む と、 愈 停止 器 を 動かして 回転 を 始めさせ たの 

だ。 勿論 それだけ では、 糸が 盤の 回転 を 許さない の だ 

が、 そのうち 八 時 三十 分 を 少し 過ぎる と、 両 針に 付け 

られた 剃刀の 刃が 合う か ら、 糸が プ ッリと 切断 さ れる _ 

サウンドボックス 

そうして、 回転が 始まる と、 発音 器の 針受が 上の 蜘 



蛛糸を 弾いて、 あの 時計に 似た 沈んだ 音響 を 立てた の 

だよ。 つまり、 最初の 回転で 八つ 〔# 「八つ」 は 底本で 

は 「六つ 匕、 二回 目で 一 つ —— それが 三十 分の 報 時に 

当る と 云う 訳 だが、 その 二回で 弾条の 命脈が 尽きて し 

まった の だ」 

「どうかして ますね 貴方 はり」 朔郎は 突然 引つ 痙れた 

声で 笑った。 「あんな 絹 紐から、 どうして そんな 音が 

出ましょう？」 

「成程、 十本の 中で 両端の 二 本 宛 は 単純な 絹 紐 だよ。 

所が、 中の 八本 は 本物の 小道具 なんだ。 土 蜘蛛の 糸に 

はもう 二十 年 此の方、 電気 用の 可 熔線を 芯に して 使つ 



れ ていた けれども、 月の 位置が 動いて 堂が 真暗になる 

と、 発光塗料が 螢光 色の 光円 を 作って、 凄愴な 擬似 後 

光 を 発光 させた の だよ。 勿論 慈昶は 仰天して 逃げ出し 

たのだろう が、 君 は錤を 下駄で 踏んで それ を 引き摺つ 

て龃 けながら、 途中で 取り外して 懐中に 入れた の だろ 

う。 どう だね、 厨 川 君。 —— それから、 兇行の 夜に な 

ると、 今度 は胎 龍の 面前で 後光 を 発光 させた の だ、 然 

しその 時の 順序 は、 前の 二回と は 反対で、 擬似 後光 を 

胎 龍の 眼に 触れる とすぐ、 月光で 消す 様に したの だつ 

たね —— 確か £:」 

曝露され た 犯罪者 特有の 醜い 表情 は、 遂の 間に 消え 



失せて いて、 朔郎の 顔 は 白蠟の 仮面 さながらだった。 

「だが、 一 体胎龍 は、 何処で どんな 兇器で 殺された の 

だね？ それから、 屍体の 状態と あの 不可解 極まる 表 

情 は？ それ 以外に も、 此の 事件に は、 数々 の 謎が 含 

まれて いるの だが …… ？」 と 熊 城 は、 一息 入れる 隙 を 

法 水に 与えなかった。 

r ゥン」 悠 たりと 唇を濡 して、 法 水の 舌が 再び 動き 始 

めた。 

「では、 厨 川 君の 計画 を 最初から 述べる 事に する から、 

その 中に 現われて 来る もの を、 よく 注意して いて くれ 

給え。 所で 此の 事件 は、 三月 晦日の 天人 像の 怪異で 幕 



が 上る の だが、 それ 以前に、 胎 龍の 語る 夢 を 精神分析 

的に 解釈して、 最初の 機会が 熟する の を 待って いた。 

そして 案の 状、 投げた 骰子に 目が 出た ので、 次第に、 

胎龍 は、 一昨 ti 僕が 話した 夢判断 通りの 径路 を迪 つて、 

一路 衰滅の 道へ 堕ちて 行った の だ。 —— つまり 厨 川 君 

は、 犯罪と して は 実に 破天荒な、 大脳 を 侵害す る 組織 

を 作り上げ たの だよ。 また、 胎 龍から 意識 を 奪って 全 

く 無抵抗に した 原因と 云う の も、 実は そこに ある 事な 

んだ」 

「 」 朔郎は 機械 人形の 様に 頷いた。 

「そして 厨 川 君 は、 それ 以外の 三月 余りの 間 を、 絶え 



その実 胎 龍の 内心に は、 空闥の 日和下駄 を 無我夢中で 

引っ掛けた 程に、 凄惨な 嵐が 吹き荒れ ていたの だ。 そ 

れ から、 胎龍は 薬師 堂に 上って 護摩 を 焚き、 必死の 祈 

願 を 込めて 薬師如来の 断罪 を 求めた の だ。 所が その 時、 

厨 川 君 は 薬師 仏に も 奇蹟 を 現わした の だよ。 突然 如来 

の 光背の 辺で、 後光が 燥いた の だ」 

「なに £:」 熊 城が 思わず 莨 を 取り 落す と、 

「ああ、 貴方 は 実に 怖ろ しい 人 だ！」 と 呻く 様に 朔郎 

が 嘆息した。 然しながら、 法 水に とって は、 その 真相 

も、 一 つの 事務的な 整理に 過ぎなかった のであった。 

「所が、 それが 線香花火なん だよ。 厨 川 君 は、 薬師 仏 



やや 

の 背後の 壇上に ある 聖 観音の 首に、 鏡 を 稍 下向きに 掛 

けて 置き、 薬師 三 尊の 中の 月光 像の 背後で、 線香花火 

を 燃やした の だ。 すると 勿論 その 松葉 火が 鏡に 映る 訳 

だが、 それ を胎 龍の 座所から 見る と、 護摩の 烟で 拡大 

されて、 恰度 薬師 仏の 頭上で 後光が 閃いた 様に 見えた 

n ン セン 卜レ— シ ョ ン 

の だよ。 と 同時に、 強烈な 精神 凝集が 起る と 云う 事 

は、 心理学 上 当然な 推移に 違いない の だ。 今に 兜 率 天 

から 劫火が 下って 薬師如来の 断罪が あるだろう —— と 

そう 云う 疑念 を、 鋭敏な 膜の 様に 一 枚 残した だけで、 

胎 龍の 精神 作用 を 司 どる 瀕死の 生体 組織 共が、 一 斉に 

作業 を it 止して しまったの だ。 そうして、 此の 状態 は、 
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